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Victor［1］の報告によれば，近年牛ウイルス性下痢

ウイルス（BVDV）感染に対するワクチン接種による子

牛の消耗率低減効果は急速に向上してきているとされて

いる．BVDVワクチンには，生ワクチン，高温非増殖性

ワクチン，不活化ワクチンの3種類のワクチンがある

［1］．わが国においては，生ワクチンと不活化ワクチン

が現在市販されている．生ワクチンは不活化ワクチンに

比べて幾つかの利点があるとされている［1h4］．利点の

おもなものとしてRoth［2］は，価格が安いこと，より

高いレベルの血清中和抗体価が得られること，および多

様な抗原性状のウイルス株に有効なことを挙げている．

さらに1回の接種で速やかに（7～10日以内）免疫が獲

得されること［3］や免疫効果が長期間持続すること

［4］も報告されている．いっぽう，生ワクチンは妊娠牛

への投与により胎子への悪影響が懸念されている［1 ,

5］．それを回避するため，Victor［1］は育成牛におい

ては初回受精3週間前までの生ワクチン接種を奨励して

いる．初回ワクチン接種時期や追加接種時期を設定する

には生ワクチン1回投与による免疫能力の維持期間を把

握することは必要不可欠である．BVDVワクチン接種後

の抗体価は1年程度持続するとされているが［2, 6］，そ

れらは免疫応答能やウイルス汚染状況が異なる牛群から

得られた成績であり，供試牛の免疫状態と環境的要因を

できるだけ一致させた条件下での調査結果は報告されて

いない．さらに，1年以上にわたり抗体価を継続調査し

た報告もない．そこで，野外における生ワクチン接種プ

ログラム設定の参考にするため，生ワクチン1回投与後

の抗体価がその後どのくらい持続するかを調べた．

材 料 お よ び 方 法

試験農場の概要：北海道根室管内のA酪農場において

試験を実施した．本農場はフリーストール式牛舎で，育
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要　　　　　約

牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）生ワクチンの接種プログラム設定の参考にするため，ワクチン接種後の抗体の

維持期間についての調査を行った．北海道根室地区の酪農場で飼養される育成牛20頭を試験に用い，BVDV1を成分に

含む生ワクチン1回接種群10頭（A群），生ワクチン接種後にBVDV1とBVDV2を成分に含む不活化ワクチンを接種し

た群5頭（B群）およびワクチン未接種群5頭（C群）に区分した．A群は3年間の調査期間中にBVDV1とBVDV2に

対する抗体価が上昇し維持されB群との間で抗体価に有意な差は認められなかった．C群でも抗体価の大きな上昇が認

められなかったことから，調査期間中に野外株が牛群に侵入した可能性は低いと考えられた．BVDV1生ワクチンの1

回接種により得られた抗体は少なくとも3年間維持されることが確認された．本症対策として育成期における生ワクチ

ンの1回接種は有用な手段の一つと考えられた．
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